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四
年
間
の
県
議
会
・県
議
会
議
員
も
あ
っと
い

う
間
に
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
田
川
の
皆

様
か
ら
頂
い
た
１
３
，
５
１
９
票
と
い
う
一
票

一
票
の
重
み
と
、
そ
れ
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を

裏
切
る
こ
と
な
く
、
ま
た
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
議
会
活

動
・議
員
活
動
だ
った
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

 
最
後
の
二
月
定
例
県
議
会
で
も
、
「ダ
ム
周

辺
・湖
面
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」一
般
質
問
を

し
、
こ
れ
で
四
年
間
の
す
べ
て
の
本
会
議
で
壇

上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、
地

元
田
川
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
だ
と
心
か
ら
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。 

 

３
度
の
代
表
質
問
を
含
め
、
十
六
回
連
続
の

質
問
は
、
回
数
・質
問
時
間
と
も
全
県
議
で
断

ト
ツ
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
ま
し
て
、
知
事
を
含
め
執

行
部
の
答
弁
時
間
も
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

当
然
、
引
き
出
し
ま
し
た
答
弁
内
容
が
重
要

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
政
策
に

結
び
つ
き
、
予
算
化
し
、
県
政
は
も
と
よ
り
地

元
田
川
に
ど
う
貢
献
で
き
た
の
か
が
大
事
で
あ

り
ま
す
。 

 

四
年
間
を
振
り
返
り
、
一
朝
一
夕
に
は
行

政
は
動
き
ま
せ
ん
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
誠
実
に
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
執
行
部
の
皆
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
も
築
け
、
議
員
同
士
の
理
解
と

協
力
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

家
庭
の
中
で
子
供
た
ち
に
「努
力
に
勝
る
天

才
な
し
」と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
親
の
後
ろ
姿

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
事
は
、
親
と
し
て
は

何
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
頑
張
った
甲

斐
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
四
年
間
の
成
果
を
、
さ
ら
に
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
に
頑

張
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

様
の
さ
ら
な
る
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
、
ま
た
、

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

「四
年
間
の
成
果
と
し
て
」 

  
 

農
林
水
産
常
任
委
員
会
・副
委
員
長 

 
 

福
岡
県
議
会
議
員 

神
﨑 

聡 

スマートフォンでも

県議会録画中継 

３度の代表質問を含め、連続１６回！３度の代表質問を含め、連続１６回！３度の代表質問を含め、連続１６回！

質問回数・時間、知事答弁とも質問回数・時間、知事答弁とも質問回数・時間、知事答弁とも   

全県議で断トツのトップ！全県議で断トツのトップ！全県議で断トツのトップ！   

議会本会議質問 

 

■平成２３年６月一般質問 

 ①田川地域の将来ビジョン 

 ②ICT戦略と自然エネルギー政策（電力政策） 

■平成２３年９月一般質問 

 ①社会保障と税の一体改革 

 ②県税収入と滞納整理 

■平成２３年１２月一般質問 

 ①水道事業 

 ②伊良原ダム 

 ③アジア環境ビジネスの展開 

■平成２４年２月一般質問 

・サイバー空間における情報セキュリティ対策について 

 ①情報セキュリティ対策に対して現状と取り組み 

 ②地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨに対しての基本的考え 

 ③ＴＰＰによって危惧される医療情報 

 ④警察本部におけるサイバーテロ対策 

 ⑤学校現場におけるセキュリティリテラシー 

 ⑥情報ｾｷｭﾘﾃｨの官民連携と情報産業（IT産業）の推進 

■平成２４年６月代表質問 

・知事の政治姿勢について 

 ①知事自身の幸福感 

 ②１年目の成果と今後の課題 

 ③内閣広報官経験 

 ④九州広域行政機構 

 ⑤ＴＰＰ問題 

 ⑥最高情報統括責任者設置 

・防災対策について 

 ⑦県防災・ハイパーネット 

・農政問題について 

 ⑧県の農産物自給率 

 ⑨新規就農者の取組み 

 ⑩香春岳周辺のニホンザル 

・商工問題について 

 ⑪国際規格になったＲｕｂｙ 

・地域の観光戦略について 

 ⑫田川地域の観光振興 

 ⑬田川地域の道路行政 

・雇用問題について 

 ⑭ＳＯＨＯサポートセンター 

 ⑮子育て応援宣言企業 

 ⑯ワークライフバランス 

・少子化対策について 

 ⑰新たな出会い応援事業 

 ⑱街コン 

 

 

 

・教育問題について 

 ⑲中・高一貫校の県内１３学区への設置の可能性 

 ⑳学力低下と郷土愛希薄化 

■平成２４年９月一般質問 

・本県の海外戦略について 

 ①本県海外事務所のあり方 

 ②地元企業からの要望案件 

 ③外資系企業の県内誘致 

 ④市町村の国際交流における県との連携 

・日系人社会のブラジル経済交流 

■平成２４年１２月一般質問 

 ①福岡県・デリー州友好提携 

・格差問題について 

 ②情報格差（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ） 

 ③雇用格差 

 ④学力格差 

 ⑤地域間格差（経済格差） 

 

■平成２５年２月一般質問 

・本県の林業振興について 

 ①森林経営計画 

 ②九州北部豪雨災害の復旧 

 ③木材需要拡大と原木供給 

 ④伐採後の森林整備 

 ⑤荒廃森林から生じる間伐材 

 

■平成２５年６月一般質問 

・ソーシャルメディアの活用と対策について 

 ①ネット選挙運動解禁 

 ②災害時の（県民への情報伝達を目的とした）ソー  

  シャルメディアの活用 

 ③県民との双方向コミュニケーションによる広報・広  

  聴活動の強化 

 ④パブリックコメントにおけるソーシャルメディア活 

  用 

 

■平成２５年９月一般質問 

・青少年の人材育成について 

 ①２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催 

 ②小中学生の体力向上 

 ③英彦山青年の家 

 ④県立高等学校同窓会 

 

■平成２５年１２月代表質問 

 ①知事の政治姿勢 

  県民幸福度日本一他 

 ②農政問題 

  農地中間管理機構、米政策の転換方針、ウンカ被害 

 ③防災・防火対策 

  自主防災組織のリーダー育成、防火対策 

 ④情報通信政策 

  本県のＩＴ利活用社会の実現 

 ⑤田川地域活性化 

  田川地域包括連携協定 

 ⑥教育問題 

  子ども・子育て支援新制度、筑豊地区の学力向上 

 ⑦警察問題 

  警察官の術科訓練 

 

■平成２６年２月一般質問 

 ①循環型社会への取り組み 

 ②絶滅危惧種保護対策 

 ③学校給食・衛生管理と栄養教諭の役割 

■平成26年6月一般質問 

・圏域を越えた交流促進による田川地域の振興について 

 ①田川地域の企業誘致 

 ②住民交流の促進と新たな観光振興策 

 ③広域的地域水道ビジョン 

 

■平成26年9月代表質問 

・知事の政治姿勢について 

 ①地方創生 

 ②九州の観光戦略 

 ③田川・京築地区への航空機産業の誘致 

 ④オスプレイ問題 

・本県の観光戦略 

 ⑤軍師官兵衛・福岡プロモーション活動 

 ⑥添田町歴史的風致維持向上計画 

 ⑦福岡ソフトバンクホークス 

・農業問題 

 ⑧本県農業の振興と農業 

 ⑨農産物の輸出 

 ⑩ふくおかエコ農産物・ＧＡＰ（ギャップ） 

 ⑪農外からの新規参入者拡大 

 ⑫キウイフルーツのかいよう病策と今後の振興 

・公立学校教育の振興方針 

 ⑬県立専門高校の取り組み 

 ⑭小中一貫教育 

 ⑮中高一貫教育校による地元中学校教育への影響及び 

  取り組み 

・暴力団対策について 

 ⑯暴力団壊滅に向けた取組み 

 

■平成26年12月一般質問 

 ①観光振興と地域活性化という観点からの「ふるさと 

  ウｪディング」 

 ②婚姻数を増やすための取組み 

 

■平成23年決算特別委員会 

 ①グラフふくおか 

 ②県営住宅における浄化槽処理料 

  の未払い問題 

 ③教員採用試験と業績評価 

 ④有害鳥獣被害について 

■平成25年予算特別委員会 

 ①国保連合会特別調整交付金 

 ②教職員の再任用 

■平成26年決算特別委員会 

 ①運転免許証を自主返納された高齢者の方の支援サー 

  ビス 

 ②小中学校における女性管理職登用と若手教員の育成 

 

 

 



本会議での３度の代表質問、一般質問に対して、知事・教育長が答弁された結果を受け、県執行部・県教委が動きます！ 

平成２３年６月～田川地域の将来ビジョン＜知事答弁＞ 

①筑豊の烏尾トンネルなど基盤整備が進んでいるということ

やトルコキキョウの産地化、英彦山等の観光資源の整備など

地域産業の育成が図られている。また、看護学部の開設をは

じめとする福岡県立大学の機能強化、そういった教育環境も

向上していきている。田川地域の自立的な発展に向けた潜在

的な力というのは高まり、加えて、今回の山本作兵衛氏の炭

坑記録画の世界記憶遺産登録の朗報。こうした潜在力とこれ

までのこの地域にあります産業や技術の集積、人材の集積、

これらを生かしながら、農業振興や観光振興、企業誘致、人

材育成を進める。さらに観光、健康、環境３つの産業の観点

を頭に置きながら、地元市町村と一体となり地域の総合力を

高め取り組みを継続的に進めて行きたい。 

＜田川地域の将来ビジョン～施策の方向性＞ 

県と田川市郡による広域連携プロジェクトが平成２４年度に

発足。魅力ある田川地域のイメージを構築し、福岡・北九州

等の都市圏に向けて強く発信し、たくさんの人が訪れる地域

を目指す。また、地域全体で地域の将来を担う人材を育み、

地域住民が主体的に地域活性化に関わる地域を目指す。田川

まるごと博物館プロジェクト、田川・人財育成プロジェクト

（田川飛翔塾事業・田川いきいき学舎事業）の立ち上げ。 

予算額～平成２６年度 ６，７４０千円 

 

平成２３年１２月～伊良原ダム＜知事答弁＞ 

②伊良原ダム建設事業は、総額約680億円を予定しており、

現在設計業務付替道路等の工事を計画的に実施中。伊良原ダ

ム建設に当たり、県は事業に伴う損失を補償するため、ま

た、共同事業者であります田川地区及び京築地区の両水道企

業団は水利権を取得するため、各々関係河川使用者との協議

が必要。そのため県は、共同事業者と共に「伊良原ダム水利

権調整会議」を設置し、協力して関係河川使用者との協議を

行なっている。伊良原ダムでは今後、設計業務や付替道路工

事などの進捗状況を踏まえながら、本体発注時期を検討して

いきたい。海面漁業者の対応については、「伊良原ダム水利

権調整会議」の中で検討していく必要がある。内水面の漁業

者と河川使用者との協議につきましては、現在はまだ協議

中。一部団体とは調整が終わっており、また残る団体との協

議を鋭意進めている状況。伊良原ダム完成に向けて私の決意

ということでお尋ねがあり、伊良原ダムは、治水・利水の両

面から非常に必要性が高く、京築、田川両地域の皆様の安全

で安心な暮らしを確保するために重要なダムである。平成２

９年度の完成に向けまして議員の方からもいろいろご指摘の

あった関係者との協議あるいは諸手続き、それも念頭におき

まして計画的な事業推進に努めて参る。 

＜伊良原ダム～施策の方向性＞ 

治水・利水の両面から非常に必要性が高い伊良原ダムについ

て、平成２９年度の完成に向け、様々な協議と諸手続きを経

て、計画的な事業を推進する。 

予算額～平成２６年度 ３，５３７，７６３千円 

 

平成２４年６月～香春岳周辺に生息するﾆﾎﾝｻﾞﾙ＜知事答弁＞ 

⑩本県では、平成２０年度に「福岡県ニホンザル対策基本方

針」を策定し対策を講じている。サルの群れが農産物や林産

物に甚大な被害や人への威嚇が生じている場合には、市町村

は基本方針に基づき群れの捕獲が可能となっている。具体的

には、サルの生息数や被害の事前調査を行い、群れの捕獲が

必要な場合、大規模捕獲わな設置、事後のモニタリングを行

う。県としては国や県単独補助事業を活用して技術的・財政

的支援を行うとともに、農林ごとに設置している協議会で指

導・助言を行う。 

＜香春岳周辺に生息するﾆﾎﾝｻﾞﾙ～施策の方向性＞ 

香春岳の群れは大きく二つの群れで、二百五十頭以上が生息

している。香春岳の猿は地元の歴史や信仰に関係があるが、

近ごろではふえ過ぎて、本県が策定している人間とニホンザ

ルの共存を目指した基本方針に適合しなくなってきている。

今後は、生態系保護の観点から猿の群れを可能な限り維持

し、人間と猿の生活区域を分けた上での共存を目指す。 

予算額～平成２６年度 ４，１９３千円 

 

平成２５年２月～木材需要拡大と原木供給＜知事答弁＞ 

③持続可能な林業経営を確立するため、県産材の競争力の強

化、需要の拡大が重要。このため、更なるコスト削減やニー

ズにあったものの供給が必要。県としては、森林作業の集約

化や高性能林業機械の導入により、伐採作業の効率化を進

め、ストックポイントを活用した製材工場への安定供給とコ

スト削減を促進。また、ニーズに応えるため、人工乾燥によ

る品質向上が図られるよう、施設整備を引き続き支援。これ

まで県では、公共建築物等での利用を促進し、２３年度の木

材利用量は約６、９００㎥で、前年度比１５％の増。市町村

でも、県と同様な取組がされるよう働きかけを行っている。

２５年度から、園芸ハウスにおける重油と木質チップを併用

した暖房システムの実証を行い、木質チップの利用を拡大し

ていく。 

＜木材需要拡大と原木供給～施策の報告性＞ 

今後、需要に対応した競争力のある県産材の供給体制の確立

に向け、森林作業の集約化や林業事業体の育成を進め、木材

の供給や未利用間伐材の有効利用、林業労働力の確保に取り

組む。森林環境税（荒廃森林再生事業）の活用による森林整

備の推進、林地の団地化と林業事業体への作業委託や経営委

託の推進と路網整備や高性能林業機械の導入の推進。 

予算額～平成２６年度 ２９，３４７千円 

 

平成２６年２月～絶滅危惧種保護対策＜知事答弁＞ 

②英彦山は県内でも特に絶滅危惧植物の種類が多いところで

あるが、近年、シカによる食害が著しく、オオヤマレンゲや

ミヤマカラマツなど１７種への影響が深刻である。絶滅危惧

植物の保護に取り組むことで、英彦山の豊かな自然環境を守

り、筑豊地域の魅力向上につなげていく。英彦山の植生に詳

しい専門家や保健環境研究所の職員が分布や被害状況を調

査。その上で種子を採取し、保健環境研究所や英彦山青年の

家、添田町の施設で栽培し、再び英彦山に移植する。移植後

は、シカの食害から守るための防護柵を設置し、地元のボラ

ンティア団体と協働して維持管理を実施する。また、同時

に、採取した種子は、種の保存のため、保健環境研究所で冷

凍保存し、必要に応じて栽培や移植を行う。今回の対策は、

多様な主体による保全活動を促進するため、県と地元のボラ

ンティア団体や添田町と協働して行うものである。また、保

健環境研究所において、種子の採取の時期や方法、冷凍保存

の技術などの研究を行っていくこととしている。まずは、今

回初めて実施する英彦山での保全対策にしっかり取り組み、

成果を検証の上、他の地域における絶滅危惧植物の保全対策

にも活用してまいりたい。 

＜絶滅危惧種保護対策～施策の方向性＞ 

シカの食害を受けている絶滅危惧植物保全のための種子の保

存、移植及び防護柵の設置等。 

予算額～平成２６年度６，６４４千円 

田川地域に関する実績の一例です。 

知事答弁の結果、施策の方向性が示され、予算が計上

されます。平成２６年度当初予算で計上されました。 



４年間の本会議質問に関する実績です。関連予算～平成２６年度当初予算額（千円） 
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地元からの様々な陳情や要望、請願を受けました。議会や執行部、田川県土整備事務所や飯塚農林事務

所、また国への働きかけを行いました。これからも誠心誠意、地域の代弁者として頑張って参ります！ 
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■平成２３年６月一般質問 

 ①田川地域の将来ビジョン              ６，７４０千円  

 ②ICT戦略と自然エネルギー政策（電力政策） 

                       ３，５２６．３３４千円 

■平成２３年９月一般質問 

 ①社会保障と税の一体改革             ４０，１４５千円 

 ②県税収入と滞納整理              １７１，８４１千円 

■平成２３年１２月一般質問 

 ①水道事業                   ６７５，００２千円 

 ②伊良原ダム                ３，５３７，７６３千円 

 ③アジア環境ビジネスの展開            ４４，３７６千円 

■平成２４年２月一般質問 

 ①情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策に対して現状と取り組み     ３５０，７５９千円 

 ④警察本部におけるサイバーテロ対策        ３１，９６０千円 

■平成２４年６月代表質問 

 ⑦県防災・ハイパーネット              ９，２０７千円 

 ⑨新規就農者の取組み              ９６１，１７９千円 

 ⑩香春岳周辺のニホンザル              ４，１９３千円 

 ⑪国際規格になったＲｕｂｙ            ５１，２４６千円 

 ⑫田川地域の観光振興               ８２，７２７千円 

 ⑭ＳＯＨＯサポートセンター               ９５２千円 

 ⑰新たな出会い応援事業               ９，０６５千円 

 ⑲中・高一貫教育校について            ８１，５０５千円 

■平成２４年９月一般質問 

 ①本県海外事務所のあり方            １６９，９６４千円 

 ②地元企業からの要望案件             １１，９９４千円 

 ③外資系企業の県内誘致               ６，１１１千円 

■平成２４年１２月一般質問 

 ①福岡県・デリー州友好提携           １９６，６５７千円      

 ③雇用格差                   ４９１，４４４千円 

 ④学力格差                   ２８９，９２８千円 

 ⑤地域間格差（経済格差）             ４３，９１６千円 

■平成２５年２月一般質問 

 ①森林経営計画                  ３３，９０７千円 

 ②九州北部豪雨災害の復旧            ４３２，２１５千円 

 ③木材需要拡大と原木供給             ２９，３４７千円 

■平成２５年６月一般質問 

 ②災害時の（県民への情報伝達を目的とした）ソーシャルメディアの活用                                         

                         ３７８，２２３千円 

 ③県民との双方向コミュニケーションによる広報・広聴活動の強化 

                         ３６６，９３４千円 

■平成２５年９月一般質問 

 ①２０２０年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催      １３６，８１１千円 

 ②小中学生の体力向上               １４，２０６千円 

 ③英彦山青年の家                 ４７，３３８千円 

 ④県立高等学校同窓会               １６，８７７千円 

■平成２５年１２月代表質問 

 ①知事の政治（姿勢県民幸福度日本一）       １６，９２２千円 

 ②農地中間管理機構、米政策の転換方針、ｳﾝｶ被害等 

                       ２，５３１，８９７千円                 

 ③自主防災組織のリーダー育成、防火対策      ２９，６０８千円 

 ④情報通信政策                 ７５９，２０２千円              

 ⑤田川地域活性化（田川地域包括連携協定）      ６，７４０千円 

 ⑥教育問題（子ども・子育て支援新制度、筑豊地区の学力向） 

                         ２９９，７０６千円 

 ⑦警察問題（警察官の術科訓練）           １，２２５千円 

■平成２６年２月一般質問 

 ①循環型社会への取り組み            ２５４，５１６千円 

 ②絶滅危惧種保護対策                ６，６４４千円 

■平成26年6月一般質問 

 ①田川地域の企業誘致            １，０５４，０５６千円 

 ②住民交流の促進と新たな観光振興策        ３７，７７０千円 

 ③広域的地域水道ビジョン（伊良原ダム）   ３，５３７，７６３千円 

■平成26年9月代表質問 

 ①地方創生                    ４３，９１６千円 

 ②九州の観光戦略                 ７２，２８１千円 

 ③田川・京築地区への航空機産業の誘致        ５，２４１千円 

 ⑤軍師官兵衛・福岡プロモーション活動       １５，０００千円 

 ⑥添田町歴史的風致維持向上計画         １１２，８３６千円 

 ⑨農産物の輸出                  ４０，９３５千円 

 ⑩ふくおかエコ農産物・ＧＡＰ（ギャップ）     １５，０３１千円 

 ⑪農外からの新規参入者拡大           ９６１，１７９千円 

 ⑯暴力団壊滅に向けた取組み           ４０１，２２５千円 

■平成26年12月一般質問 

 ②婚姻数を増やすための取組み            ９，０６５千円 

 
 



https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi http://www.kouzakisatoshi.com/ 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 副会長 

農林水産常任委員会 副委員長 

平成２６年度決算特別委員会 委員兼理事  

福岡県農政連 全体委員 

福岡県酪農調整審議会 委員 

少子高齢化対策調査特別委員会 委員 

九州・沖縄未来創造会議 委員 

福岡県文化議員連盟 副会長 

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 幹事 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 理事 

福岡県果樹振興議員連盟 事務局長 

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問 

福岡県日韓友好議員連盟 副会長 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県タイ友好議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県日台友好議員連盟 

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議員連盟 

福岡県防衛議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟 

福岡県スポーツ議員連盟 

九州の自立を考える会 政策提言委員 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業     

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業       

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社          

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役   

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役

平成１９年 福岡県議選（田川郡区） １３，５０８次点 

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） １３，５１９初当選

副総理 財務大臣・金融担当大臣 

麻生太郎先生をお迎えして！ 

“ 県 政 報 告 会 ”     
多くの皆様のご参加、本当に

ありがとうございました！ 

“ こ う ざ き 聡 ” を 全 面 的 に バ ッ ク ア ッ プ ！ 
   県政の発展と、筑豊そして田川の未来に欠かせない存在！！                          


